
ツツジにおける花器形態関連 DNAマーカーの開発

目 的

我が国に自生するツツジ科ツツジ属植物のうち特にツ

ツジ亜属の野生種からは江戸時代より数多くの園芸品種

が作出されてきた．その中には二重咲き（がく片の花弁

化）や八重咲き（雄ずい・雌ずいの花弁化）あるいは開

花後に花冠が緑化する特性（見染性）のような特殊で有

用な花器形態変異が存在するが，これらの花器形質に関

する遺伝情報はほとんど得られていない．我々はこれま

で花器形態形成に関わるMADS遺伝子の解析を進め，B

クラスの RoPI，RoAP3 と Cクラスの RpAG を単離し，

これらの形質と発現パターンの関係について研究を進め

ている．本研究では野生種と園芸品種を研究材料として

八重咲きや見染性形質発現と関連する遺伝子同定ならび

に DNAマーカーの作成を目的とする．

材料と方法

１．八重咲き品種の解析

一重咲きのキシツツジ，リュウキュウツツジ‘白琉球’，

サツキ‘大盃’，それらの八重咲き品種であるキシツツジ

‘藤万葉’，リュウキュウツツジ‘白万葉’，サツキ‘紅万

重’の１種５品種を供試した．DNA分析にはキシツツジ

野生種１３個体も供試した．発現解析は着色前の蕾と開花

直後の花器官（がく片・花弁・雄ずい・雌ずい）からHot

Borate法により全RNAを抽出し，cDNAを合成してRpAG

特異的プライマーを用いて花器官別に RT－PCRを行った．

DNA分析はツツジの新葉から改変 CTAB法により DNA

を抽出し，RpAG 特異的プライマーを用いて PCRを行っ

た．PCR増幅産物は電気泳動を行い，バンドの有無や大

きさの違いを検出した．

２．見染性品種の解析

一重咲きのモチツツジ，ヤマツツジ，それらの見染性

品種であるモチツツジ‘胡蝶揃’，ヤマツツジ‘日光見染’

の２種２品種を供試した．発現解析とDNA分析の方法は

RoAP3 のプライマーを用いて上記と同様に行った．

結果と考察

１．八重咲き品種の解析

蕾と開花後の花器官におけるRpAGの発現解析の結果，１

種２品種の一重咲きツツジでは雄ずい・雌ずいで発現が

認められたが，八重咲き３品種では発現が検出できなかっ

た．DNA分析の結果，RpAG はリュウキュウツツジ‘白

琉球’，サツキ‘大盃’では１４００と１６００bpのバンドが増

幅したが，八重咲き品種のリュウキュウツツジ‘白万葉’，

サツキ‘紅万重’はいずれか一方しか増幅しなかった．

しかしキシツツジ野生種の一重咲き個体間でバンド増幅

に差異があったため，RpAG の増幅領域と八重咲き形質に

一定の傾向は認められなかった．八重咲き形質と関連す

る増幅領域を検討する必要があることが示唆された．

２．見染性品種の解析

蕾と開花後の花器官におけるRoAP3の発現解析の結果，

ヤマツツジではすべての花器官で発現したが，ヤマツツ

ジ‘日光見染’では全く発現が認められなかった．モチ

ツツジとモチツツジ‘胡蝶揃’では発現パターンに違い

は認められなかった．DNA分析の結果，RoAP3はモチツ

ツジ，ヤマツツジおよびモチツツジ‘胡蝶揃’では１３０

bpのバンドが増幅した．ヤマツツジ‘日光見染’では増

幅が認められなかった．以上の結果より，ヤマツツジ‘日

光見染’は今回増幅した RoAP3 の DNA領域においてヤ

マツツジと DNA構造に違いがある可能性が考えられる．

今後，この増幅領域を利用した見染性品種を識別できる

DNAマーカーの開発を進めていきたい．
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